
　
砂
漠
と
石
油
の
国
・
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
。
緑
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
首
都
リ
ヤ
ド
は
、

そ
ん
な
砂
漠
の
中
に
こ
つ
然

と
現
れ
る
。
市
街
地
は
、
高

掴
ビ
ル
が
続
い
て
い
た
。

　
薬
剤
師
奥
田
朗
さ
ん
（
六
〇
）５〉

の
製
薬
会
社
の
現
地
進
出
に
空
襲
警
報
。
大
阪
府
堺
串
で

伴
う
事
前
調
査
だ
っ
た
。
　
両
親
や
兄
弟
と
逃
げ
ま
ど
っ

　
「
ほ
ら
。
あ
そ
こ
と
あ
そ
た
。
終
戦
時
は
十
三
歳
。
「
平

こ
。
イ
ラ
ク
か
ら
ミ
サ
イ
ル
和
な
社
会
が
欲
し
い
。
そ
れ

が
飛
ん
で
き
た
」
。
リ
ヤ
ド
が
あ
れ
ば
、
ほ
か
は
阿
も
い

の
街
を
自
動
車
で
走
り
な
が
ら
な
い
」
と
心
に
惑
じ
た
。

ら
、
運
転
手
が
窓
越
し
に
指
　
奥
田
さ
ん
に
は
、
現
在
も

さ
し
た
。
ビ
ル
の
一
部
が
吹
う
一
つ
の
肩
書
か
お
る
。
厚

き
飛
ば
さ
れ
で
い
た
。
ぞ
し
生
省
の
外
郭
団
体
・
国
際
厚

て
空
。
日

中
の
最
高

気
温
は
四

〇
度
を
超

え
る
が
、
ど
ん
よ
Ｕ
と
曇
っ

て
い
る
。
油
井
火
災
の
影
響

だ
と
聞
か
さ
れ
た
。

　
一
昨
年
八
月
、
イ
ラ
ク
軍

の
ク
ウ
ェ
ー
ト

侵
攻
に
端
を
発

し
た
湾
岸
戦

争
。
昨
年
二
月
、

戦
争
は
終
結
し

た
が
、
イ
ラ
ク

と
国
境
を
接
す

生
事
業
団
（
事
務
局
東
京
）

の
開
発
途
上
国
派
遣
専
門

家
。
医
療
分
野
で
日
本
が
ア

ジ
ア
に
対
し
て
何
を
貢
献
で

日
本
は
ア
ジ
ア
に
何
か
で
き
る
か
。
奥
田
さ
ん
の
自
問
は
続
く

重
要
な
日
本
の
役
割

＝
山
陽
町
桜
が
丘
西
七
丁
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ

目
。
昨
年
七
月
末
か
ら
約
ニ
　
ビ
ア
に
も
戦
争
の
跡
が
残
っ

十
日
聞
、
新
薬
メ
ー
カ
ー
な
て
い
た
。

ど
で
つ
く
る
日
本
製
薬
工
業
　
　
「
改
め
て
戦
争
の
醜
さ
、

協
会
（
事
務
局
東
京
）
の
国
悲
惨
さ
を
み
た
」
と
い
う
。

際
協
力
専
門
家
と
し
て
サ
ウ
　
四
十
七
年
前
の
記
泄
が
よ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
れ
た
。
同
み
が
え
る
。
夜
を
染
め
る
暁

国
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
日
本
夷
（
い
）
弾
。
鳴
り
続
け
る

世
界
の
平
和
に
ど
う
貢
献

き
る
の
か
。
退
職
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
調
査
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
タ
イ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
四
力
国
を
訪

れ
、
農
村
部
の
公
衆
衛
生
、

医
療
状
況
を
調
査
し
続
け
て

き
た
。
大
戦
中
、
日
本
軍
が

侵
攻
し
た
国
も
多
い
。

　
日
本
は
戦
後
、
復
興
し
、

経
済
分
野
で
は
世
界
の
り
Ｉ

ダ
ー
国
と
な
っ
た
。
が
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の
多
く
は
、
今
も

こ
れ
が
決
定
的
に

重
要
な
の
で
は
な

い
か
」

　
ア
ジ
ア
か
ら
日

本
を
見
詰
め
て
、

そ
う
思
う
。

　
「
日
本
は
世
界

平
和
の
た
め
に
何

貧
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
が
で
き
る
の
か
。
自
衛
隊
の
海

　
　
「
平
和
の
大
切
さ
は
み
ん
な
外
派
遣
、
国
連
平
和
維
持
活
動

分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
　
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
な
の
か
・
…

争
は
絶
え
な
い
。
民
族
、
領
土
、
戦
争
責
任
は
ど
う
償
う
の
か
。

宗
教
な
ど
戦
争
を
引
き
起
こ
す
終
戦
の
日
を
機
に
改
め
て
自
問

要
因
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
し
た
い
」

な
か
で
も
、
貧
富
の
差
の
解
消
、
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